
  

令和 7 年度 別府市社会福祉協議会 事業報告 

 

 事業報告（総括） 

 

令和 7 年度は、「第 3 次別府市地域福祉活動計画アクションプラン」の 3 年目として、地

域住民が安心して暮らし続けることができる地域共生社会の実現に向け、4 つの“わ”「話・

輪・和・環」の視点から各種取組を推進しました。 

 

まず、「話」においては、生活困窮者支援を中心に、分野横断的な相談体制の強化や見

守りの充実を図り、関係機関と連携しながら包括的な支援に取り組みました。あわせて、子

ども・子育て分野における困窮世帯の支援をさらに充実させるため、別杵速見地域広域市

町村圏事務組合からの助成金を活用し、奨学金の拡充や未就学児への助成を新設した

「未来へつなぐ別府っ子応援事業」を令和 8 年度から開始するために制度設計を行いまし

た。 

 

次に「輪」では、認知症対策として認知症サポーターの活動を基盤とした「チームオレンジ」

の取組を推進し、地域における見守りや支え合いの体制強化を図りました。また、法人設立

50周年を令和8年4月に控え、これまでともに歩んできた方々へ感謝の意を伝えるため、

記念事業の計画に取り組みました。 

 

「和」においては、災害支援として、大分市佐賀関で発生した大規模火災に際し、職員を

派遣して避難所における被災者ニーズの把握や、孤立が懸念される世帯への訪問支援を

実施しました。さらに、障がいのある子どもを持つ家庭が抱える将来不安に対応するため、

いわゆる「親なき後問題」について、安心して将来設計ができるよう具体的な支援の在り方

の検討を進めました。 

 

最後に「環」では、生活困窮者支援の拠点強化として、別府市男女共同参画センター「あ

す・べっぷ」内への自立相談支援センター移転に向けた協議を別府市と行いました。 

さらに、業務の効率化と情報発信力の強化を目的にデジタル化を推進し、ホームページ

のリニューアルに向けた準備を進めるなど、地域住民にとってわかりやすく利用しやすい情

報発信に取り組みました。 

  

 

 

 



 以下、令和 7 年度の事業実施状況については、次のとおりです。 

 

 Ⅰ． 法人運営関係                                 

 

１．福祉活動の指針となるアクションプランの進捗 

本会と別府市が協働で策定した「第 2 期別府市地域福祉計画」および「第 3 次別府市

地域福祉活動計画」の実践 3 年目として、これまでの取組状況を検証し、計画の実行性向

上に向けた検討を行いました。これを受けて、本事業と連動したアクションプランに基づき、

各事業をより具体的かつ実効性を高めた形で実施しました。 

 

２. 理事会・評議員会・その他委員会機能の活性化 

理事会および評議員会に提出する議案等の資料については、簡潔さと分かりやすさを重

視して作成しました。また、両会においては活発な議論が行われるよう配慮し、より良い運

営に努めました。 

 

（１） 理事会の開催 

① 令和 7 年度第 1 回理事会 

開 催 日 令和 7 年 5 月 30 日（金） 15 時 00 分 

開催場所 別府市社会福祉会館 

出 席 者 理事 10 名   監事 2 名 

審議事項 ・令和 6 年度事業報告及び決算について 

・令和 7 年度収支補正予算（第 1 回）について 

・評議員選任・解任委員会の委員の選任について 

・役員（理事及び監事）候補者の推薦について 

・評議員候補者の推薦について 

・令和 7 年度第 1 回評議員会の招集について 

 

② 令和 7 年度第 2 回理事会 

開 催 日 令和 7 年 6 月 27 日（金） 11 時 00 分 

開催場所 別府市社会福祉会館 

出 席 者 理事 10 名   監事 2 名 

審議事項 ・会長、副会長及び常務理事の選定について 

 

③ 令和 7 年度第 3 回理事会 

開 催 日 令和 8 年 3 月 6 日（金） 13 時 15 分 

開催場所 別府市社会福祉会館 

出 席 者 理事 10 名   監事 2 名 



     審議事項 ・令和 7 年度収支補正予算（第 2 回）について 

            ・令和 8 年度事業計画及び収支予算について 

            ・諸規程の一部改正について 

            ・理事候補者の推薦について 

            ・評議員候補者の推薦等について    

            （評議員候補者の推薦、評議員選任・解任委員会の招集） 

            ・令和 7 年度第 2 回評議員会の招集について 

            ・職務執行状況について 

 

(2) 評議員会の開催 

① 令和 7 年度第 1 回評議員会 

開 催 日 令和 7 年 6 月 24 日（火） 10 時 30 分 

開催場所 別府市中央公民館 

出 席 者 評議員 12 名   監事 1 名 

審議事項  ・令和 6 年度事業報告及び決算について 

            ・令和 7 年度収支補正予算（第 1 回）について 

            ・役員（理事及び監事）の選任について 

            ・福祉サービス等改善向上委員会の委員の選任について 

報告事項  ・評議員選任・解任委員会の委員の選任について 

            ・評議員の選任について 

              

② 令和 7 年度第 2 回評議員会 

開催日  令和 8 年 3 月 27 日（金） 13 時 30 分 

開催場所 別府市社会福祉会館 

出席者  評議員 14 名  監事 1 名  

審議事項  ・令和 7 年度収支補正予算（第 2 回）について 

・令和 8 年度事業計画及び収支予算について 

・理事の選任について 

報告事項  ・諸規程の一部改正について 

・評議員の選任等ついて 

・職務執行状況の報告について   

 

（３） 評議員選任・解任委員会の開催 

   ① 令和 7 年度第 1 回評議員選任・解任委員会 

開 催 日  令和 7 年 6 月 9 日（月） 10 時 00 分 

開催場所  別府市社会福祉会館 

出 席 者  委員 4 名 

審議事項 ・評議員候補者の選任について 



② 令和 7 年度第 2 回評議員選任・解任委員会 

開 催 日  令和 8 年 3 月 10 日（火） 10 時 00 分 

開催場所  別府市社会福祉会館 

出 席 者  委員 4 名 

審議事項 ・評議員候補者の選任について 

           

（４） 監事の監査 

① 決算監査 

令和 7 年 5 月 13 日（火） 10 時 00 分 

場所 別府市社会福祉会館 

内容 事業状況及び収支決算状況    

結果 特に指摘事項なし 

 

3. 情報・発信力の強化【強化】 

（１） ホームページのリニューアル 

情報発信力の強化と利用者の利便性を高めるため、令和 8 年 4 月のホームページ

リニューアル公開に向け、令和 7 年度はサイト構成の見直しや情報整理、デザインの改

善方針の検討を行いました。これまで情報が分散し目的の情報にたどり着きにくかった

課題を踏まえ、利用者目線で整理することで社協活動の「見える化」の推進に向けた準

備を進めました。 

 

（２） 広報媒体の活用 

地元ケーブルテレビへの出演（隔月）を通じて、福祉団体の活動や現場の様子、関係

者の声を紹介し、地域福祉への関心を高め、社協の認知度の向上や事業参加のきっ

かけづくりにつなげました。また、講演会や養成講座、イベントの案内、社協だよりの発

行に加え、ＳＮＳでの情報発信を強化し、より多くの方に情報が届くように取り組みまし

た。 

（アクション 7：きめ細やかな情報提供を行います） 

 

4. 会員制度の充実及び入会の促進 

友愛訪問事業およびレクリエーション備品の貸し出し、訪問型有償ボランティアの利用条

件等、会員加入のメリットを伝えながら入会の呼びかけを行いました。その結果、会員数の

拡充に取り組み、地域福祉活動への理解と協力を広げることができました。なお、会費につ

いては全体の口数が 31 口（5.2％）減少したものの、金額は昨年度とほぼ同じ水準を維持

しました。 

（アクション 7：きめ細やかな情報提供を行います） 

 

 



種別 
令和 7 年度 令和 6 年度 

口数 会費（円） 口数 会費（円） 

一般会費 

(一口 500 円) 

97 48,500 144 72,000 

特別会費 

(一口 1,000 円) 

450 

 

450,000 436 436,000 

法人会費 

(一口 5,000 円) 

22 110,000 20 

 

100,000 

会費収入総計 569 608,500 600 608,000 

 

5. 寄付金収入の拡充 

ホームページやＳＮＳ等での情報発信を随時行うとともに、広報誌などを活用して活動内

容の周知・啓発に努め、地域活動への理解と協力の促進を図りました。しかし、令和 7 年度

の寄付金総額（香典返し・一般寄付）は、昨年より 756,846 円（8.1％）の減少となりまし

た。主な要因として、葬儀形態の変化が挙げられます。近年は一般葬から家族葬・直葬へ

の流れが顕著であり、これに伴い香典返しの件数は減少傾向にあります。一方、一般寄付

については、件数は 4 件（4.3％）減少したものの、高額寄付が 1 件あったことにより、寄付

金額は、2,290,554 円の増加となりました。 

 

 

種別 
令和 7 年度 令和 6 年度 

件数 金額（円） 件数 金額（円） 

香典返し 117 3,605,000 154 5,121,000 

一般寄付 88 4,417,024 92 2,126,470 

特定目的寄付 2 20,000 ４ 1,529,000 

物品寄付 4 513,500 3 535,900 

合計 211 8,555,524 253 9,312,370 

 

（物品寄付内容） 

・車いす  4 件（ 8 台）513,500 円 

 

６. 人材確保と人財育成【重点】 

（１） 人材確保 

中途退職した職員の補填を早期に行うため、採用条件の見直しを行い、経験職 1 名と有

資格者 2 名の計 3 名を採用しました。 

これにより専門性の高い相談対応体制を強化し、多様化する福祉ニーズに対して、的確

かつ迅速な支援の提供に努めることができました。 

 



（2） 人財育成 

職員の専門性の向上を目的として、階層別研修や専門分野別研修への参加を積極的に

促進し、業務に必要な知識・技能の習得を支援しました。また、実践力の向上のため、関係

機関等との連携を通じた学びの機会を提供し、職員一人ひとりの能力発揮を促進し、質の

高い福祉サービスの提供につなげました。 

 

① 階層別研修（福祉職員キャリアパス対応生涯研修導入） 

・新任職員研修 5 名 

・初任者研修 2 名 

・幹部候補研修 ２名 

 

② 専門研修 

・生活困窮者自立支援制度新任職員研修会 1 名 

・生活困窮者自立支援制度相談支援員初任者研修 1 名 

・生活困窮者自立支援制度人材養成研修現任者ステップアップ研修 1 名 

・生活困窮者自立支援制度担当職員研修会 1 名 

・大分県生活困窮者自立支援制度人材養成研修 1 名 

・家計相談に活かす動機付け面接勉強会 1 名 

・ひきこもり相談窓口等従事者研修 2 名 

・ひきこもり支援オンラインメタバース研修会 2 名 

・障害児（者）施設等職員研修会 2 名 

・精神保健福祉基礎研修会 2 名 

・相談援助を学ぶ研修会 1 名 

・地域共生社会推進人材養成研修会 1 名 

・大分県権利擁護専門人材育成研修 2 名 

・後見制度利用促進体制整備研修（基礎研修）2 名 

・後見制度利用促進体制整備研修（応用研修）1 名 

・親なき後相談員養成研修 2 名   

・総合的な権利擁護施策に関する研修 1 名 

・日常生活自立支援事業新任担当職員研修会 2 名 

・日常生活自立支援事業生活支援員等関係職員研修会 1 名 支援員 6 名 

・認知症初期集中支援チーム研修会 1 名 

・認知症キャラバンメイト養成研修 1 名 

・認知症地域支援推進員新任研修 1 名   

・認知症地域支援推進員現任者研修 1 名  

・若年性認知症自立支援ネットワーク会議 2 名 

・認知症ピアサポーター補助相談員養成研修 1 名  

・生活支援コーディネーター養成研修 2 名 



・全国福祉教育推進研修 1 名 

・災害ボランティアセンター運営スタッフ研修 3 名 

・災害ボランティアセンター運営リーダー研修 3 名 

・精神保健福祉基礎研修 5 名 

・大分県認定調査員現任研修 3 名 

・別府市介護支援専門員研修会 2 名 

・指定居宅支援事業所集団指導 2 名 

 

③  一般研修 （全職員対象） 

     救命講習（6 月）、人権学習（9 月）、交通安全講習（12 月） 

 

７. デジタル化による業務改善（DX 推進計画）【重点】 

デジタル推進チームを設置後、業務アプリとしてキントーン導入を決定しました。あわせ

てデジタルスキル研修を実施し、職員の基礎力を整えました。また、情報セキュリティに関

する研修を行い、基本方針とキントーン運用ガイドラインの策定を進めました。今後は対策

基準の整備を進め、DX 推進計画を着実に進めていきます。 

（アクション 7：きめ細やかな情報提供を行います） 

 

DX 関連会議・研修の一覧表 

会議名 主な目的・内容 

デジタル推進チーム会議 

( ６ 回 ： 4/24 、 5/23 、 6/24 、 9/5 、

9/26、10/22） 

DX 体制の整備、役割確認 

キントーン導入検討 

デジタルスキル研修 

（ ６ 回 ： 1/27 、 2/4 、 2/18 、 2/24 、 

3/13、3/24） 

職員の基礎力向上 

情報セキュリティ研修 

（4 回：12/25、1/16、2/19、3/25） 

職員の意識向上、基本方針策定の前提、

キントーンガイドライン、情報セキュリティ

対策基準 

 

８. 社会福祉事業功労者表彰式の実施 

表彰規程見直し後の初年度にあたり、前年度と比べ 40 個人・団体増の 83 個人・団体

を第 44 回別府市社会福祉大会「社会福祉事業功労者表彰式」で表彰しました。地域福祉

の向上に長年貢献してきた関係者の功績を顕彰することにより、福祉活動の担い手の裾野

拡大と意欲向上につながりました。 

（アクション 7：きめ細やかな情報提供を行います） 

 

 



① 開催日時  令和 7 年 11 月 5 日（水）10 時～12 時 

② 開催場所  別府市社会福祉会館「大広間」 

③ 被表彰者   社協会長表彰（75 名・団体）感謝状（2 名・6 団体） 

共同募金会長表彰（8 団体）感謝状（1 団体） 

④ 記念講演  一般社団法人共生社会実現サポート機構とんとんとん 

理事長  山内 勇人  氏 

             「20 年後も暮らしていける地域であるために大切なこと」 

 

９． 別府市社会福祉会館事業（市指定管理） 

令和 7 年度の利用者数は、昨年度より 24.9％減少し、5,803 人減の 17,492 人とな

りました。減少の主な理由は、近隣施設の改修により、一時的に増加した利用者数が平年

並みに戻ったこと、多目的大広間の照明を LED 化する工事により休館期間があったこと

が考えられます。 

自主事業としては、小学生向けの夏イベント「まなぼう教室」を開催しました。 

 

【利用者数】                                      （単位：人）   

項目 大広間 小会議室 作法室 合計 免除 

R7 年度 13,824 1,872 1,796 17,492 9,064 

R6 年度 19,294 1,929 2,072 23,295 14,810 

 

【自主事業】 

（１）夏イベント「まなぼう教室～さいころゲームで輸入体験～」 

・日時：令和 7 年 8 月 2 日（土） 10:３0～ 

・場所：別府市社会福祉会館 

・参加人数：17 名 

・内容：さいころを投げ、出た目によって為替が変動し、最終的に 3 個の消しゴムを

いかに安く輸入できたかを競うゲーム 

 

10． 別府市北部コミュニティーセンター事業 

令和７年度は、貸館利用が7,720人、トレーニング室等の利用が 5,247人となり、い

ずれも昨年度より増加しました。特に貸館は 1,866 人（31.9％増）と大きく伸びており、

これは利用されている団体の利用頻度が約２倍になったことが主な要因です。トレーニン

グ室等も 390 人(8.2％)増加しました。あわせて、電気設備の老朽化に対応するため、

高圧ケーブルやコンデンサの更新工事を実施しました。 



 

 Ⅱ． 市民活動事業                                 

 

1.  ボランティアセンター事業 

ボランティア活動をしたい人と、活動を必要とする団体・施設・個人をマッチングする拠点

として、相談、情報提供、活動保険の加入、研修会などを実施して、地域活動を支援しまし

た。また、各種ボランティア団体への運営支援や、ボランティア体験の場の提供などの取組

を通じて、ボランティア意識の向上に努めました。 

（アクション 4：思いやる心を育む環境をつくります） 

（アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりを進めます） 

（アクション 11：誰もがいきいきと暮らせる環境を整備します） 

【相談内容】 

  〇ボランティアをしたい   … 14 件 

  〇ボランティアを頼みたい … 29 件 

  〇その他            …  4 件          計 47 件 

 

（１） ボランティア活動支援 

ボランティア活動を希望する方に対して活動先を紹介するとともに、受け入れ先となる施

設や地域との間で活動の調整を行いました。今年度は相談件数が 47 件で、昨年より 23

件増加し、市民のボランティア意識の高まりが見られ、施設やサロン、老人会の活動活性化

により演芸ボランティアの依頼も増加しました。また、別府市ボランティアセンターとして初

めてボランティア通信を創刊し、年 4 回発行して活動情報を広く発信するとともに、「第 1

回ボランティアセンターまつり」を福祉まつりと同時開催し、登録ボランティアがステージで

成果を披露する機会を設けました。一方で、感染症対策により福祉施設での受け入れが難

しい状況が続いているため、引き続き新たな受け入れ先の確保に取り組みます。 

 

【ボランティア活動者数】 

年度 団体 団体所属人数 個人 合計人数 

令和 7 年度 40 団体 1,452 人 30 人 1,482 人 

令和 6 年度 44 団体 1,705 人 31 人 1,736 人 

  

 

 



（2） ボランティア連絡協議会との連携、援助 

毎年、母子福祉施設への物品寄贈や共同募金への協力、別府駅前の清掃活動を行うと

ともに、市外ボランティア団体との交流やフードボランティア（食料寄贈）も継続的に行って

います。一方で、会員の減少や高齢化が進んでおり、新たな会員増加に向けた取組が課題

となっています。                       

（団体登録 4 団体、個人登録 9 名） 

 

（3） ボランティア協力校への育成援助 

市内の小・中・高・支援学校および大学の児童・生徒・学生を対象に、社会福祉への理解

と関心を高め、ボランティア精神や社会連帯意識の醸成と家庭・地域への福祉活動の普及

を目的として協力校を募集した結果、本年度は 5 校に達しました。さらに、協力校とは、ボ

ランティア活動に加え社協イベントの参加など連携を進めており、今後も連携強化を図りな

がら地域貢献活動の推進に努めます。 

 

【ボランティア指定校】  5 校 

継続 県立南石垣支援学校、別府大学、別府翔青高等学校 

新規 別府西中学校、鶴見台中学校 

 

（4） 夏のボランティア体験事業の実施 

令和 7 年度は 52 名となり、昨年度より 4 名（8.3％）増加しました。受入施設は 17 施

設でしたが、施設職員によるボランティアへの指導が難しいことや、感染症対策が引き続き

求められている影響で、受け入れ施設数が伸び悩んでいる点が課題となっています。 

【参加者および受け入れ施設状況】 

区   分 R7 年度 R6 年度 

参加者数 （人） 52 48 

受け入れ施設数 （施設） 17 19 

 

２． 介護支援ボランティア事業 （別府市受託事業） 

介護予防や社会貢献を目的とした介護支援ボランティア事業について、制度の周知と参

加促進を図るため、対象者を 65 歳以上に限らず 65 歳未満の方も説明会・研修会に参

加できるようにし、ボランティア活動の楽しさを早期に知ってもらうことで、ボランティア意識

の醸成に努めました。 

感染症対策の影響により福祉施設の受け入れが伸び悩み、活動場所が減少する課題は

あるものの、引き続き新規登録者の増加に取り組みます。 

（アクション 4：思いやる心を育む環境をつくります） 

（アクション 6：地域を担い、支える人材を育成します） 

 

 



（１） 登録者数                   （２） 活動実績 

区  分 R7 年度 R6 年度 

登録人数（人） 25 25 

受入期間（日） 84 84 

 

 

 

（３） 活動内容                                    （単位：回） 

活動内容 R7 年度 R6 年度 

レクリエーション等の参加支援又は補助 160 251 

お茶出し、食堂内の配膳、下膳等の補助 184 271 

散歩、外出、施設内移動等補助 1 0 

話し相手 14 16 

行事の手伝い（模擬店、会場設営、芸能披露等） 195 ０ 

受入機関の職員と共に行う軽微な補助活動 86 0 

その他（生け花、入浴後のドライヤー等） 252 20 

合  計 892 558 

 

（４） 別府市介護支援ボランティア研修会・説明会 

ボランティア未経験者が参加しやすいきっかけをつくるとともに、既に活動している方の

スキル向上を図り、介護支援ボランティアの新規登録を促進しつつ、福祉施設との連携を

より強化することを目的として実施しました。 

・開催日時 令和 8 年 3 月 10 日（火）14：00～ 別府市社会福祉会館 

・参 加 者 20 名（施設職員 7 名）介護支援ボランティア新規登録 3 名 継続 1 名 

・内   容 【研修会】「私の人生を変えた絵手紙」 絵手紙講師 原野 彰子 氏 

 

３． 災害ネットワーク事業【重点】 

災害ネットワーク事業では、災害時に地域で迅速かつ適切な支援が行える体制づくりを

目的に、関係機関との連携強化や体制整備に取り組みました。 

具体的には、市の防災危機管理課と連携し、災害ボランティアセンターに関する情報共

有や協定書の見直しに着手しました。また、若い世代の育成を目的に、大分県立別府翔青

高等学校で災害ボランティアや防災について考える機会を設けました。 

    （アクション 8：地域での見守り・支援体制の充実・強化） 

（１）災害ボランティア養成講座 

・日時：令和 8 年 1 月 29 日（木）、2 月 5 日（木） 

・場所：大分県立別府翔青高等学校 

・対象者：グローバルコミュニケーション科 1・2 年生  

・人数：81 名 

区 分 R7 年度 R6 年度 

活動回数（回） 594 483 

活動人数（人） 121 102 



・内容：防災カードゲーム「なまずの学校」 、災害ボランティアについて 

・講師：日本文理大学-工学部建築学科 准教授 髙見 大介 氏  

別府市社会福祉協議会職員 

（２）避難所運営訓練 

・令和 7 年度 北地区モデル地区避難所運営訓練 

・日時：令和 7 年 11 月 24 日（月）   ・場所：別府市立中央小学校  

・職員参加人数：3 名 

 

（３）研修会 

    ① 災害ボランティアセンター運営スタッフ研修会 

・日時：令和 7 年 6 月 6 日（金）、令和 8 年 3 月 5 日（木）       

・場所：大分県総合社会福祉会館、レンブラントホテル大分 

・職員参加人数：6 名 

    ② 災害ボランティアセンター運営リーダー研修会 

      ・日時：令和 7 年 9 月 19 日（金）、令和 8 年 3 月 19 日（木）       

・場所：大分県総合社会福祉会館、アートホテル大分 

・職員参加人数：5 名 

 

４． 災害支援事業【重点】 

災害支援事業では、被災地運営支援に参加するとともに、災害支援物品を購入し、災害

発生時に迅速に災害ボランティアセンターの運営ができるように努めました。 

（アクション 9：災害に備えた円滑な支援活動の推進） 

 

(1)令和 7 年佐賀関大規模火災における災害支援 

・日時：12 月 16 日（火）～12 月 18 日（木） 

・場所：大分市社協佐賀関事務所および関の漁場跡地 

・内容：大分市災害ボランティアセンターの運営支援、避難所運営支援 

（ニーズ調査、支援物品の運搬支援、戸別見守り支援等） 

・職員派遣人数：6 名（延べ） 

 

（2）災害支援用品の確保 

浸水被害を受けた家屋の支援に必要な、泥水を吸引するバキュームポンプや乾燥

用のサーキュレーター、洗浄用の高圧洗浄機などの資機材が不足していることが明ら

かになりました。そのため、財源を確保し、これらの資機材を計画的に整備する取組を

行いました。また、別府市災害ボランティアセンター設置場所として、別府市男女共同

参画センターを想定し、必要な資機材を保管するための防災倉庫の設置についても検

討を行いました。 

 



（３）災害支援ネットワークにおけるアドバイザーの活用 

災害支援ネットワークの充実を図るため、専門的な知識を有するアドバイザーを活

用し、災害ボランティア養成講座や災害ボランティアネットワーク研修の事業運営や企

画立案に対する助言を受けました。また、別府翔青高等学校において出前講座の講師

として、高校生へ災害ボランティア活動に対する意識の向上を図りました。なお、定期

的に実施する養成講座において活用できる資料も作成し、内容の充実と説明の分かり

やすさの向上につながりました。 

 

５． 共同募金事業【重点】 

 地域住民の理解と協力のもと募金活動を行い、寄せられた募金は高齢者支援や障がい

者福祉、子育て支援など地域の実情に応じた福祉事業に活用され、住民主体の福祉活動

の充実に貢献しました。令和 7 年度の歳末募金ついては、町内配分率の変更により

306,596 円の増額となりました。一方で、一般募金については、コロナ禍以前の募金協力

団体へ活動協力を働き掛け、募金協力団体の増加に努めましたが、町内個別募金を中心

に 5.8%減少し、総額は 11,222,084 円となりました。 

（アクション 4：思いやる心を育む環境をつくります） 

（１） 赤い羽根共同募金 

令和 7 年度は、新たな常設募金箱設置やイベント会場での募金活動に取り組みまし

たが、募金額は 8,969,479 円で、昨年度より 10％（1,001,876 円）減少しました。さ

らに、大分県共同募金会からの助成 6,087,000 円に対し、12 団体への助成額は

6,862,000 円となり、不足分 775,000 円は法人運営事業費で補填しました。今後

は助成の在り方を見直すとともに、法人募金やキャッシュレス募金の導入を検討し、若

い世代への啓発や福祉教育の充実を進め、募金額の増加を目指します。 

 

 （２） 歳末たすけあい募金 

実績額は 2,252,605 円で、前年度と比べて 306,596 円（15.7％）の増額となり

ました。また、町内戸別募金 1,405,201 円となり、昨年度より 42.9％増額した一方

で、その他の募金は減少しています。その結果、全体としましては前年度剰余金を含め

ると、１７７，３９５円（6.3％）の減額となりました。 

 

【一般助成団体】                                      （単位：円） 

団 体 名 令和 7 年度 令和６年度 差額 

１７地区社会福祉協議会 5,884,600  5,968,500 △83,900 

別府市ボランティア連絡協議会 50,000 ５０,０００ 0 

別府市子ども会育成会連合会 192,000 127,000 65,000 

別府市老人クラブ連合会 85,000 ８５,０００ 0 

別府市身体障害者福祉団体協議会 135,000 90,000 45,000 

別府保護区保護司会 85,000 ８５,０００ 0 



別府市更生保護女性会 50,000 ５０,０００ 0 

別府市民生委員児童委員協議会 180,000 180,000 0 

別府市民間社会福祉施設連絡会 120,000 １２０,０００ 0 

別府市遺族会連合会 20,000 ２０，０００ 0 

別府市民後見人の会(エール) 50,000 １２５,０００ △75,000 

合 計 6,862,000 6,900,500 △３８，５００ 

       ※令和 7 年度 10,400 円（社協愛の訪問事業） 

 

【歳末募金助成団体】                                      (単位：円) 

 

【募金実績】 

区分 
令和７年度 令和６年度 

一般 歳末 合計 一般 歳末 合計 

町内戸別 7,140,415 1,405,201 8,545,616 8,118,999 982,896 9,101,895 

街頭募金 456,357 626,278 1,082,635 464,888 685,414 1,150,302 

組立式募金箱 1,007,936 － 1,007,936 1,019,955 － 1,019,955 

一般募金 63,373 220,775 284,148 30,538 3,369 33,907 

その他 301,398 351 301,749 336,964 274,330 611,294 

募金合計① 8,969,479 2,252,605 11,222,084 9,971,344 1,946,009 11,917,353 

前年度剰余金② 0 390,738 390,738 11 874,729 874,740 

合計①+② 8,969,479 2,643,343 11,612,822 9,971,355 2,820,738 12,792,093 

 

 Ⅲ． 地域福祉事業                                 

 

1. 小地域福祉活動事業【重点】（地区社協との連携・活動の協力支援） 

小学校区ごとに組織された地区社会福祉協議会を支援し、高齢者の見守りや子育て支

団    体    名 令和 7 年度 令和 6 年度 差額 

福祉施設・団体（14） 596,000 727,000 △131,000 

ボランティアグループ(１) 50,000 100,000 △50,000 

NPO 法人(３) 98,000 ２３９,０００ △１４１,０００ 

社協事業１：地区社会福祉協議会（４） 200,000 250,000 △50,000 

社協事業２：子ども食堂等（8） 160,000 100,000 60,000 

社協事業３：社協(福祉まつり) 1,000,000 1,014,000 △14,000 

助成合計（団体 18・社協事業３） ２,１０４,０００ 2,430,000 △３２６,０００ 

剰余金(次年度繰越金) ５３９,３４３ 390,738 148,605 

         歳末募金合計 ２,６４３,３４３ 2,820,738 △177,395 



援、交流活動を通じて、地域の課題を共有し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めま

した。具体的には、サロン立ち上げ事例や他地区の好事例を共有し、活動の参考となる情

報提供を行いました。また、災害や地域づくりをテーマにした福祉協力員向けワークショッ

プを 5 回実施し、スキルの向上と活動の活性化を図りました。今後も地区社協や福祉協力

員と連携し、「お互いさま」の気持ちを大切に、住民主体の地域福祉活動を推進します。 

（アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

（アクション 5：地域福祉に携わる団体・関係機関との連携を図ります） 

（アクション 11：誰もがいきいきと暮らせる環境を整備します） 

 

（1） 地区社協連絡協議会（開催場所：社会福祉会館） 

  令和 7 年 5 月 29 日、9 月 2 日、１０月 24 日、令和 8 年 3 月 26 日の年 4 回開催 

 

（２） 地区社協役員会（開催場所：社協会議室） 

   令和 7 年 5 月 2 日、7 月 31 日、9 月 26 日、令和 8 年 3 月 2 日の年 4 回開催 

 

（３） 地区社協事業 

開催日 場 所 内   容 

令和 7 年 7 月 1 日 

～8 月 25 日 
市内各所 第 75 回「社会を明るくする運動」強化月間参加 

令和 7 年 11 月 13 日 福祉会館 組立式募金箱開封式(開封作業協力)参加 

令和 7 年 11 月 16 日 別府公園 2025 別府市福祉まつり参加 

令和 7 年 12 月 1 日 

～12 月 7 日 
市内各所 歳末たすけあい募金愛のなべ街頭募金参加 

年  間 市内各所 いきいきサロン 7 地区  

 

 

２． 生活支援体制整備事業 （別府市受託事業） 

別府市全域を対象とする第 1 層生活支援コーディネーターとして、地域包括支援センタ

ーが担う第 2 層生活支援コーディネーターと連携し、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続

けることができる生活支援体制の整備に取り組みました。具体的には、住民主体の地域カ

フェの立ち上げを支援したことで、地域住民の交流の場が創出され、孤独予防や見守り体

制の強化につながりました。また、「ちょいボラ」においては人材の発掘とニーズのマッチン

グを進めた結果、生活支援の担い手の発掘と基盤づくりの推進につながりました。一方で、

参画する関係団体が固定しがちなため、今後は新たな企業や団体の参画を推進していき

ます。 

（アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

（アクション 5：地域福祉に携わる団体・関係機関との連携を図ります） 

（アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりを進めます） 



【活動実績】                                         （単位：回） 

 

 

３． 福祉まつりの開催 

別府市消防本部と協働し「2025 別府市福祉まつり・市民と消防のつどい」を開催し、市

民が地区社協や福祉団体、事業所などと交流できる機会の創出に努めました。 

当日は、17 地区社協を含む 38 団体による販売ゾーンや、医療団体などによる相談ゾ

ーン、福祉団体や画家と一緒に体験できるワークショップゾーンを設けました。さらに、年齢

や障がい・国籍などに関係なく参加できる交流企画「ごちゃリンピックゾーン」を新たに実施

しました。これにより市民が福祉をより身近に感じ、理解と関心を深めるとともに地域福祉

の推進につながるイベントとなりました。 

（アクション 6：地域を担い、支える人材を育成します） 

 

 

４． 民間社会福祉施設との協働 

市内 45 の民間社会福祉施設の連絡会の事務局として、会員相互の連携や施設間の

親睦を目的に、各施設が参加できる交流事業や研修会等を行い連携の強化に努めまし

た。施設ごとの感染症対策の状況を加味したうえで、火の海まつり納涼音頭大会への参

加や親睦スポーツ大会、研修会・懇親会など、施設間の交流を図るとともに、赤い羽根共

同募金運動の“街頭募金”や“組立式募金箱”に協力することで、社会福祉法人における

社会貢献活動にも取り組みました。 

（アクション 5：地域福祉に携わる団体・関係機関との連携を図ります） 

 

活動内容 令和 7 年度 令和 6 年度 

高齢者の生活に係る地域資源の把握 14 13 

高齢者の生活に係る地域ニーズの把握 18 25 

地域に不足する支援の創出 2 2 

支援の担い手の養成 3 3 

高齢者が担い手として活動する場の確保 0 4 

関係者間の情報共有およびネットワーク構築 35 19 

地域ニーズと生活支援サービスのマッチング 0 2 

協議体の創出 0 2 

協議体への参加 5 2 

広報誌等の作成・配布 2 3 

講演会等の開催 10 12 

コーディネーター研修会等への参加 37 41 

合計 126 128 



５． レクリエーション、福祉備品貸出事業 

令和 7 年度のレクリエーション備品貸出は 62 件あり、福祉まつりでの体験や民生委員

さんの口コミをきっかけに利用が広まりました。チャイルドシート貸出は、令和７年２月から

開始し年間70件の利用があり、特に帰省時期の8月・12月・3月に需要が集中しました。

今後も備品の充実を図りながら地域活動の活性化と子育て支援や乳幼児の安全確保に努

めていきます。 

（アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりの推進） 

 

                                             ※R7・2 開始 

 

６． 福祉ちょっと知っとこう出前講座 

地域住民の福祉への理解を深めるために「福祉ちょっと知っとこう出前講座」を実施し、

広報誌やＳＮＳでの周知の効果により、実施件数は5件（１９．２％）増の31件となりました。

依頼先は、老人クラブを中心に地区社協や民児協からも多く、内容は「終活」や「災害」に関

するものが多く見られました。今後も幅広い世代に活用してもらえるよう関係団体へチラシ

配布など効果的な広報を継続し、より多くの住民に利用してもらえるよう努めていきます。 

（アクション 4：思いやる心を育む環境をつくります） 

レク備品貸出 令和 7 年度 令和 6 年度 

総数 62 82 

貸出団体 老人会 28 25 

自治会 11 6 

地域サロン 4 15 

地区社協 5 3 

幼稚園 3 3 

障害児通所 2 0 

児童クラブ・学童 1 4 

学校 1 1 

老人ホーム 1 0 

病院 0 1 

子ども会 1 1 

子ども食堂 0 11 

別府市社協 3 2 

その他法人・団体 2 10 

チャイルドシート貸出 令和 7 年度 令和 6 年度 

総数 70 2 

貸出理由別件数 チャイルドシート購入準備のため 0 0 

親族の帰省のため 65 2 

その他 5 0 



□ 実施団体数                     □ 実施件数 

 

７． まちのなんでも相談室 

地域の交流の場を活用し、職員が地域に出向いて定期的な相談室を開催しました。相

談室は毎週午前中の水曜日に「あすなろ館」、木曜日に「おひさまパーク」で開催し、相談者

には多機関へのつなぎや情報提供を行うなど、迅速な問題解決に努めました。70 代、80

代からの相談が多かったこともあり、相談件数 19 件のうち、「健康問題」と「心の問題」、

「金銭問題」が上位を占めていました。相談件数は昨年とほぼ同数のため、今後は地区公

民館等への掲示や、社協広報誌への掲載回数を増やすなど周知を強化し、利用促進に取

り組みます。 

 （アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

 

 Ⅳ． 生活支援・相談事業 （自立相談支援センター事業）           

地域住民が抱える課題が複雑化・多様化する中で、社会構造の変化や支援ニーズに対

応するため、包括的な支援体制の強化に取り組みました。具体的には、生活困窮者自立支

援制度に加え、生活福祉資金貸付業務や食料支援、別府っ子応援事業などを含め、部署

内での一元的な対応を行い、多機関との連携や社会資源の活用を通じて生活再建までの

自立支援を推進しました。これにより生活上の困難や不安を抱える方が安心して暮らせる

環境づくりを進めました。 

（アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

（アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

 

１. 生活困窮者自立相談支援事業【重点】（別府市受託事業） 

生活困窮者支援では、分野横断的な相談機能の強化と見守り体制の充実を進めるとと

もに、生活困窮者自立相談支援事業実施機関として、生活困窮者本人やその家族、関係

者からの相談に応じ、必要な情報提供や助言を行い、多機関と連携した包括的かつ計画

的な支援に取り組みました。あわせて、自宅訪問や同行支援、各種会議への参加、相談窓

団体名 令和 7 年度 令和 6 年度 

地区社協 5 8 

民児協 5 6 

老人クラブ 13 7 

自治会サロン 2 0 

地域包括 2 0 

事業所 2 1 

法人 1 0 

一般 1 1 

計 31 23 

講座名 令和 7 年度 令和 6 年度 

認知症 3 3 

社協概要 1 4 

権利擁護 10 4 

介護保険 1 3 

自立支援制度 3 1 

共同募金 2 0 

災害支援 6 5 

その他 5 6 

計 31 26 



口の周知・広報などを通じてアウトリーチを強化し、関係機関から相談者をつなげてもらう

体制づくりを進めました。その結果、昨年度と比較して新規相談件数は 107 件（48.6％）

支援プラン策定件数8件（34.8％）それぞれ増加しました。今後も、既に顕在化している生

活困窮者にとどまらず、支援が必要でありながら把握できていない方にも支援が届くよう、

これからも積極的にアウトリーチを行っていきます。 

 

（１）総合相談  

年度 新規相談件数 延べ相談件数 支援プラン策定件数 住居確保給付金支給者 

R７ 327 1,175 31 4 

R６ ２２０ 977 ２３ ６ 

 

相談詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□相談方法(実数） □相談経路

R7 R6 区分 R7 R6

80 61 205 141

223 129 8 6

17 20 2 2

7 10 5 8

327 220 6 3

3 3

37 37

□性別（当事者） 52 15

R7 R6 9 5

173 113 327 220

144 101

10 6 □相談内容

327 220 R7 R6

60 74

49 42

□相談者年代 188 100

R7 R6 56 42

6 3 37 13

24 22 33 22

28 21 66 47

27 24 13 17

42 39 3 3

29 26 36 35

59 39 11 7

112 46 8 8

327 220 7 11

8 2

75 35

182 118

832 576

本人

親

兄弟姉妹

親類

知人

来所

電話

メール

区分

区分

男

その他(アウトリーチ）

合計

家賃やローンの支払い

住まい

収入・生活費

女

支援者

多機関

行政

その他

区分

不明

合計

合計

債務

仕事探し、就職

仕事上の不安・トラブル

地域との関係

区分

病気・健康・障害

不明

50代

家族関係・人間関係60代

10代

20代

その他

合計

合計

税金・公共料金の支払い

子育て

介護

ひきこもり・不登校

DV・虐待

食べるものがない

30代

40代

70代以上



（２）支援調整会議の開催           （３）出前講座の開催 

   毎月１回開催（全 12 回）            全 3 回（再掲） 

 

２. 就労準備支援事業【強化】（別府市受託事業） 

就労準備支援プログラムの作成を通して、利用者の自立に向けた段階的な支援を実施

し、個々のペースに応じた就労意欲の喚起および自尊感情の回復・醸成に取り組みました。

あわせて、相談支援機関と協働し、家族や他の支援者に事業説明を行うことで、本人の同

意形成に努めました。さらに、チラシによる広報活動や関係機関への事業説明を通して、制

度理解の向上につなげました。実績として、7 年度の事業利用件数は 2 件（昨年度より 1

件増）となりました。また、今年度は就労体験先の新規獲得には至らなかったため、今後は

より充実した支援の実施に向け、次年度以降の体験先の確保に努めます。 

（アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

 

３. 家計改善支援事業【強化】（別府市受託事業） 

家計状況の「見える化」により生活課題の把握に努め、金銭の流れを相談者とともに整

理することで早期の生活再建に向けた支援を行いました。 

その結果、令和 6 年度は新規相談 2 件・プラン作成 6 件であったものが、令和 7 年度

は新規相談 4 件・プラン作成 8 件となり、支援実績につながりました。相談援助において

は、地域包括支援センターや相談支援事業所、民生委員等との協働に加え、アウトリーチに

よる丁寧な合意形成に注力しました。こうした支援の質的向上が、相談者との信頼関係構

築や継続的支援につながり、新規相談及びプラン件数の増加へと結びつきました。 

周知・広報では、関係機関への事業説明を行い、制度理解の促進を図りました。また、そ

の一環として本年度初開催した「家計改善セミナー」（参加者 36 名）の実施により、地域住

民の金融リテラシー向上と生活困窮の未然防止に寄与しました。 

（アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

 

４. 多機関共同事業（別府市受託事業） 

新規および継続の相談件数は、延べ 325 件（新規 15 件、継続 13 件）であり、相談種

別で最も多いのは「障がい（疑い含む）」次いで「経済的困窮」「親なき後（ひきこもり含む）」

と続いています。近年は「ヤングケアラー」など新たな相談も増加傾向にあります。また、「関

係機関のネットワーク構築」や「生活の安定」により 19 件が終結し、支援による一定の成果

がうかがわれます。一方、「ごみ屋敷」への対応をはじめ、64 歳以下を対象とした生活環境

改善に関する支援制度が十分でないことなど、支援体制上の課題も浮き彫りとなりました。

さらに、関係機関とのケース協議を延べ 30 回実施したことで、支援ネットワークの強化が

図られ、令和 8 年度からの別府市独自の包括的相談支援体制の基盤整備にもつながって

います。 

（アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

 



５. 多世代交流地域拠点事業（みんなの居場所ぷらっと×すぺーす） 

 地域の見守りや生活支援機能を備えた拠点づくりを目的に、事業実施に向けた基盤整備

として拠点機能のあり方や運営体制の検討を行いました。特に、見守りや相談支援機能の

充実を図るため、別府市と協議を行い、別府市男女共同参画センター「あす・べっぷ」施設

内への“自立相談支援センター”移転に向けた検討を進めました。今後は関係機関等と連

携し、見守りや支援機能を備えた拠点づくりの具体的な活用方法について検討します。 

（アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

（アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

（アクション 5：地域福祉に携わる団体・関係機関との連携を図ります） 

（アクション 8：地域での見守り・支援体制の充実・強化） 

（アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりを進めます） 

 

６. 生活福祉資金貸付事業（大分県社協受託事業） 

通常貸付は件数が 82 件で前年と同水準でしたが、教育支援費と就学支度費の同時申

請増加により、決定金額は 3,591,000 円増（50.4％）と大幅に増加しました。特に進学時

の入学金や授業料などの負担に対し、他制度利用が難しい世帯への有効な支援策となり

ました。また、緊急小口資金は 28 件（40％）に増加し、医療費や初回給与までのつなぎ資

金など一時的な困難への支援として機能し、必要に応じて他事業と連携し、見守りを含め

柔軟に対応しました。 

（アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

 

 

生活福祉資金受付実績 
（単位：円） 

 

貸付資金種類 

令和 7 年度 令和 6 年度 

申請状況 決定状況 決定状況 

件数 金額 件数 金額 件

数 

金額 

総合支援資金 生活支援費 3 1,550,000 3 1,550,000 1 450,000 

住宅入居費       

一時生活再建費       

福祉資金 福祉費 35 3,482,000 36 5,782,000 42 4,229,000 

緊急小口資金 27 2,505,000 28 2,605,000 20 1,747,000 

教育支援資金 教育支援費 2 322,000 2 322,000 1 540,000 

就学支度費 5 1,176,000 3 792,000 12 2,894,000 

教育＋就学 10 9,993,000 10 9,598,000 5 3,687,000 

不動産担保型

生活資金 

不動産担保型生活資

金 

      

要保護世帯向け不動

産担保型生活資金 

      

合計 82 19,028,000 82 20,649,000 81 13,547,000 

 

 

 



７. コロナ特例貸付に係る総合相談事業（大分県社協受託事業） 

令和 7 年 4 月以降、従来の返済免除や返済猶予対応に加え、コロナ特例貸付の債権免

除者も含めた生活困窮者へのフォローアップ支援が本格的に稼働しました。 

本会では、借受人への架電や自宅へのアウトリーチ、来所面談等を積極的に展開した結

果、県平均と比較して貸付件数に対する免除対象者への支援成果の向上および未応答率

の削減に努めることができました。～令和 8 年 3 月末時点の償還状況一覧参照 

一方で自力完済率は県平均を下回っており、生活再建の遅れが課題として浮き彫りにな

っています。 

 

（１） 新型コロナ特例貸付 別府社協貸付実績               （金額単位:千円） 

借受者数 緊急小口資金 総合支援資金 合計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

2,582 人 2,370 470,560 4,021 2,089,390 6,391 2,559,950 

 

令和 8 年 3 月末時点の償還状況一覧 

 貸付件数 免除 自力完済 猶予中 未応答 償還中 

別府市 6,143 3,819(62.2%) 453（7.4%） 196（3.2％） 487（7.9%） 1,188（19.3%） 

県全体 39,692 20,194(50.6％) 3,242(8.1％) 1,476(3.7％) 5,354(13.4％) 9,626(24.1％) 

※未応答率：返済開始後 1 度も返済がなく、猶予申請もしていない資金 

※貸付実績と 2026 年 3 月末時点の貸付件数が異なるのは、貸付後に別府市からの転

出があったため 

 

(２)  令和 7 年度フォローアップ支援 

令和 7 年度のフォローアップ支援については、免除者・償還中・未応答者のすべての項

目で目標数を達成しました。また、償還中の借受人については、同年度中に自力完済され

た方が 8 名、継続して返済されている方が 63 名いる一方で、新規の返済猶予申請が 20

名、非課税免除となった方が 16 名、生活保護受給を開始した方が 11 名、自己破産に至っ

た方が 9 名発生しており、生活の厳しさが如実に反映された結果となっています。 

 

令和 7 年度フォローアップ支援 実績 

対象者 目標数 支援実績 

コロナ特例 免除者 304 人 322 人 

コロナ特例 償還中 170 人 183 人 

コロナ特例 未応答者 26 人 38 人 

 

 

 

 



令和 7 年度フォローアップ支援で判明した借受人の主な状況 

 

 

(3)  見守り支援 

返済猶予中の資金に対する見守り支援については 195 人に対する支援を実施し、生活

実態の確認により猶予期間終了後、継続的な返済が見込めない 24 人に対する意見書を

作成し、猶予後免除が確定しました。 

 

 

８. 福祉資金貸付事業 

 別府市社協独自財源で実施していましたが、生活福祉資金貸付事業の緊急小口資金で

対応可能となったため、平成 27 年度以降は申請相談がない状況となっており、あわせて

収入未済額がある 2 件の借受人への対応業務が数年継続していることから、不能欠損処

理への移行など次年度に向けた課題が残されています。 

（アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

 

・対象者：低所得世帯     ・貸付限度額：５０，０００円                     

(単位：円） 

区 分 貸付件数 貸付額 調定額 収入済額 
不能欠損

額 
収入未済額 収納率(％) 

過年度 

(H15～H24) 
2 100,000 27,000 0 0 27,000 0 

※過年度償還完納 0 件    次年度繰越収入未済 ２件            

 

９. 別府っ子応援事業 

「活動支援」では、周知強化により小・中学生合計 12 件の申請があり、助成額は前年度

比１０件 280,600 円増となりました。「子ども食堂支援」では、19 団体に対し、昨年度より

140,000 円（40％）増となりました。「福祉教育」では、新たに放課後児童クラブへの周知

や体験型学習の充実を図りましたが、実施件数は 12件と昨年度に比べ 11件（47.8％）減

少となりました。次年度は、市の教育委員会と連携し、市内の学校に対して効果的に周知

できるよう取り組みます。 

さらに、子ども・子育て世帯への支援を拡充するため、奨学金や未就学児への助成を新

設した「未来へつなぐ別府っ子応援事業」を令和 8 年度から開始するため、事業内容のリ

ニューアルに取り組みました。 

（アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりを進めます） 

（アクション 11：誰もがいきいきと暮らせる環境を整備します） 

 

生活保護 自己破産 手帳保有 死亡 非課税免除 返済猶予 自力完済 継続返済中 実態把握 本則貸付 食糧支援

免除者 1 2 0 4 0 0 0 0 209 11 7

償還中 11 9 2 3 16 20 8 63 0 0 0

未応答者 0 1 0 5 5 1 0 0 0 0 0



 

事業名 事業内容 令和 7 年度実績 令和６年度実績 

活動支援 

小・中学生を対象に経済的な事情で

スポーツ、文化、芸術活動などの子ど

も達の意欲やチャンスを妨げないた

めに、活動経費の一部を支援します 

小学生 ２件 

(36,700 円) 

小学生 1 件 

(17,600 円) 

中学生 １0 件 

(291,500 円) 

中学生 １件 

(30,000 円) 

奨学金支援 

高等学校へ進学する学生を対象に、

経済的な事情により修学意欲を妨げ

ないために、奨学金として支援します 

（１人につき 30,000 円/（年）支給） 

25 名（新規） 

39 名（進級） 

総額 1,920,000 円 

22 名（新規） 

40 名（進級） 

総額 1,860,000 円 

子ども食堂支援 

様々な事情による子どもの孤食や欠

食を防ぎ、地域ぐるみで子どもを大

事にする取り組みと経費の一部を支

援します 

(継続支援１団体につき 30,000 円) 

(活動支援１団体につき 20,000 円) 

【継続支援】 

11 件 330,000 円 

【活動支援】 

8 件 160,000 円 

【継続支援】 

7 件 21０，０００円 

【活動支援】 

7 件 140,000 円 

福祉教育 

福祉フォーラム in 別杵速見地区実

行委員会と連携し、講師を派遣して、

市内の各学校等で車いす体験や盲

導犬への理解、差別について学ぶ人

権教育を実施します 

高校：1 回、中学校：3

回、小学校：4 回、幼稚

園：1 回、放課後デイ：1

回、放課後児童クラブ2

回 

高校：1 回、中学校：3

回、小学校：16 回、幼

稚園：1 回、放課後デ

イ：1回、放課後児童ク

ラブ 1 回 

生活環境支援 

市営住宅に入居する世帯（18 歳未

満の子どもがいる世帯及び妊婦のい

る世帯）のうち、市補助金を申請さ

れ、なおかつ本会支援給付金に同意

された世帯。申請者実費負担分（補

助対象経費額の 1/5）上限 50,000

円以内 

支援件数 3 件 

社協支援金 

141,840 円 

支援件数 6 件 

社協支援金 

235,100 円 

別府っ子応援 

アクション 

児童生徒に福祉教育を通じて、豊か

な心を誰もが安心して暮らせる社会

を創造する力を育むとともにボランテ

ィア活動へのきっかけづくりへ繋げま

す 

今年度寄付実績 

20,000 円(3 件) 

昨年度寄付実績 

1,029,000 円(3 件) 

 

 

 

 



１０.ちょいボラ（訪問型有償ボランティア）事業 

別府市内の世帯を対象に、日常的な環境美化や軽作業を、「ちょいボラ」ボランティアが

支援することで、住み慣れた家で安心して暮らせる地域づくりを進めました。令和７年度は、

新規依頼者が昨年度より 16 名（12.8％）増加となり、適切なマッチングの実施や、継続的

に同一世帯を支援するなど、支え合いの関係づくりが進みました。活動実施回数は延べ

657 回（前年度比 2％増）と増加傾向にあり、人材確保に向けて養成講座の開催場所を 4

か所へ拡充し、年間 14 回の講座に 28 名が受講、うち 15 名が新規登録となり、登録者数

は計 87 名となりました。一方で、活動条件が限定的なボランティアは調整が難しく、活動

機会の偏りによるモチベーション低下が課題となっています。 

 （アクション 2：多様化する地域生活課題に対する体制を整備します） 

 （アクション 7：きめ細やかな情報提供を行います） 

 

【登録依頼者数とボランティア数】 

登録人数 令和７年度(人) 令和６年度(人) 

登録依頼者 141 125 

登録ボランティア 87 72 

 

【１７地区依頼者数】                  【１７地区ボランティア数】 

１７地区 令和７年度 令和６年度  １７地区 令和７年度 令和６年度 

野口 4 3  野口 7 6 

境川 11 11  境川 6 5 

北 8 7  北 3 3 

青山 18 15  青山 3 3 

西 7 4  西 4 4 

南 7 7  南 5 5 

浜脇 2 1  浜脇 3 1 

石垣 13 11  石垣 6 5 

春木川 1 1  春木川 8 8 

上人 17 16  上人 8 7 

亀川 16 15  亀川 9 7 

朝日 8 8  朝日 7 5 

大平山 1 1  大平山 2 2 

鶴見 14 12  鶴見 8 6 

緑丘 7 7  緑丘 3 2 

南立石 7 6  南立石 5 3 

東山 0 0  東山 0 0 

計 141 125  計 87 72 

 



【ちょいボラ相談件数と実施回数】 

 令和７年度 令和６年度 

相談内容 件数 実施回数 件数 実施回数 

草むしり 12 108 15 51 

庭掃除 1 35 1 16 

電球交換 1 0 6 1 

ごみ出し 6 102 4 133 

家具移動 1 1 6 1 

ごみ出し家具移動 3 3 0 0 

修繕作業 0 0 0 0 

掃除 28 319 29 370 

話し相手 6 50 4 50 

買い物代行 10 10 6 2 

見守り 0 0 0 0 

声掛け 0 0 1 0 

付き添い 0 0 2 0 

事業の問い合わせ 2 0 0 0 

その他 14 29 20 20 

計 84 657 94 644 

 

【ちょいボラ養成講座開催実績】 

 令和 7 年度 令和 6 年度 

開催場所 開催回数 受講者 登録者 開催回数 受講者 登録者 

おひさまパーク 1 2 1 2 2 1 

別府市社会福祉協議会 9 17 6 8 13 7 

朝日大平山地区公民館 2 3 2    

あすなろ館 2 6 4 2 2 2 

計 14 28 13 12 17 10 

 

【出前講座開催実績】 

 令和 7 年度 令和 6 年度 

開催場所 開催回数 受講者 登録者 開催回数 受講者 登録者 

ボランティア連絡協議会 1 15 2    

中部ひとまもり・まちまもり協議会 3 16 0 1 10 1 

計 4 31 2 1 10 1 



１１.地域貢献活動連携事業 

(1)愛の訪問事業 

70 歳以上のひとり暮らし等を対象に、週 3 回の乳酸菌飲料の配達による安否確認と孤

独感の軽減に取り組みました。今年度は新規登録 15名を加え登録者数は51名となり、延

べ配布数は 567 名（前年度比 138 人、31.5％）、配布本数は 6,518 本（同 1,683 本、

34.8％）となり、いずれも前年度を上回りました。また、安心した生活を支える事業の必要

性が確認される一方、未認知の方もいるため、今後は関係機関と連携し周知啓発の強化

に努めます。 

 （アクション 5：地域福祉に携わる団体・関係機関との連携を図ります） 

 （アクション 8：地域での見守り・支援体制の充実・強化） 

年度 配布者数 本数 金額 

令和 7 年度 576 人 6,518 本 337,891 円 

令和 6 年度 438 人 4,835 本 250,645 円 

 

 

(2)かけ橋パートナー店事業（身近な地域の商店や事業所などでの相談所） 

かけ橋パートナー店として、年度内 1 店舗の脱会があったものの、新たに 3 店舗が加わ

り、現在 44 店舗（うち薬局 18 店舗）となりました。相談対応力の向上を目的に 7 月と 9

月に認知症サポーター養成講座を実施し、さらに認知症カードゲーム「N‐impro（ニンプ

ロ）」を活用した研修も行いました。また、チームオレンジと合同で研修を行い、地域住民の

見守りや支え合いを進めるとともに、関係者同士の交流を通じて顔の見える関係づくりを

推進しました。 

（アクション 1：包括的な相談支援体制を充実させます） 

（アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりを進めます） 

 

 

(3)食料支援事業【重点】（温もりセット定期便、フードドライブ、フードパントリー等） 

ひとり親家庭の経済的な不安軽減を目的に、企業等から提供された食品を活用したフー

ドパントリーを定期的に実施しました。今年度は助成金 1,104,000 円を活用し、7 月から

翌年の 3 月まで計 9 回「温もりセット定期便」を実施しました。「温もりセット」は、従来 120

世帯へ隔月で配布していましたが、内容を見直し、聞き取りを通じて真に支援が必要な 50

世帯へ重点化しました。また、12 月には 120 世帯を対象に「ライスパントリープラス」を実

施し、お米や生活用品を無料配布しました。申請・配布時の混雑緩和にも取り組み、円滑な

運営を図りました。さらに、別府フードバンク“おふくわけ”や市内企業等の協力のもと、子

ども食堂や児童養護施設、母子福祉施設、生活困窮世帯へ食品や生活用品を提供し、地

域の支援体制強化と、安心して暮らせる環境づくりに努めました。 

 （アクション 10：地域における交流・拠点の場づくりを進めます） 

 



【食料支援配布先状況】 

配布先 令和 7 年度 令和 6 年度 

温もりセット定期便 450 世帯 600 世帯 

ライスパントリー（困窮） 120 世帯 １２0 世帯 

ライスパントリー（ひとり親）  100 世帯 

子ども食堂等 44 団体 ３６団体 

児童養護施設 3 施設 3 施設 

母子福祉施設 ２施設 ２施設 

 

 

 Ⅴ． 成年後見支援センター事業                                 

認知症や知的・精神障がいのある方の地域生活を支えるため、成年後見制度の普及啓

発・相談対応・支援調整・関係機関との連携強化に取り組みました。総合相談機能を強化

するとともに、地域での制度理解を広げるため、出前講座を積極的に実施しました。あわせ

て広報紙や関係機関への情報提供を通じて周知にも取り組み、相談につながりやすい環

境づくりを進めました 

また、親なき後の課題を早期に把握するため、関係機関との連携整理や調査項目の検

討など、調査実施に向けた基盤づくりを進めました。 

 

１. 権利擁護支援体制促進事業【重点】（別府市受託事業） 

・権利擁護支援が必要な人を早期に把握するため、関係機関との情報共有や連

携調整を進め、地域連携ネットワークの基盤整備を行いました。 

・相談の複雑化に対応するため、相談担当職員の研修機会を確保し、地域連携ネ

ットワークの中核機関として相談支援体制の充実を図りました。 

・地域後見活動を担う市民後見人の確保・育成に向け、養成講座の実施やフォロ

ー体制の整備を進めました。 

・親族と疎遠で適当な後見人がいない高齢者等に対し、社会福祉協議会として法

人後見の受任に積極的に対応しました。 

（アクション 3：一人ひとりの人権を認め合いあらゆる人の人権を擁護します） 

（アクション 8：地域での見守り・支援体制の充実・強化） 

（アクション 9：災害に備えた円滑な支援活動の推進） 

 

（１）別府市成年後見支援センターの設置・運営 

①運営委員会 

（弁護士/司法書士/社会福祉士/医療福祉関係者/民生委員/行政等 18 名） 

・第 1 回 令和 8 年 3 月 24 日（金） 15：30～ 社会福祉会館 

②受任調整委員会（弁護士/司法書士/社会福祉士/医療福祉関係者/行政等 11 名）  



受任調整 審議結果 令和 7 年度（件） 令和 6 年度（件） 

弁 護 士 3 6 

司 法 書 士 0 4 

社 会 福 祉 士 3 4 

社 会 福 祉 協 議 会 11 12 

市 民 後 見 人 1 0 

そ の 他 0 0 

取 り 下 げ 0 0 

計 18 26 

 

 

（2）総合相談（一般・専門相談・終活相談）                      （単位:件） 

延べ相談件数 書類作成支援 同行支援 定例終活相談件数 

377 12 14 37 

  

 

（3）市民後見セミナーの開催 

●令和 7 年 9 月 6 日（土）１３：００～１５：３０ 別府市社会福祉会館（第 1 回） 

・内容…現代のお墓事情と多様化した供養 

・講師…西九州大学 健康福祉学科福祉学部社会福祉学科 

               准教授 佐々木 隆夫 

     株式会社ファイン 総括本部長 茶屋元 崇行 

・参加人数：104 名 

 

●令和 7 年 10 月 25 日（土）13：00～15：30 別府市社会福祉会館（第 2 回） 

 ・内容…備えて安心シニア世代のライフプランニング 

       ～豊かな老後のために知っておきたいお金の話～ 

 ・講師…金融経済教育推進機構 阿部 豊志 

 ・参加人数：82 名 

 

●令和 7 年 12 月 6 日（土）13：00～15：30 別府市社会福祉会館（第 3 回） 

 ・内容…「お互い様」の地域づくり 

       ～希望のまちプロジェクトから考える～ 

 ・講師…認定 NPO 法人 抱撲 理事長 奥田 知志 

 ・参加人数：125 名 

 

 

 



（4）人材育成・市民後見人の活動支援 

  ●べっぷ市民後見人の会エールへの活動支援 

 

   別府市市民後見人養成講座修了生の有志による「べっぷ市民後見人の会エール」で

は、成年後見制度を含む権利擁護に関する自主学習会や、福祉まつり等での普及啓発

活動に取り組みました。また、インクルーシブ防災に関する自主研修を実施するとともに、

市民後見人養成講座（専門課程）でロールプレイ研修に参加し、困難事例への対応力向

上を図りました。センターでは、これらの活動が継続的に実施できるよう、引き続き支援

を行います。 

 

●令和 7 年度別府市市民後見人養成講座（専門課程）の開催 
 

令和 7 年 11 月 22 日（土）10：00～15：20（別府市社会福祉会館） 

  ・第 1 部：楽しく学ぶ市民後見人（ロールプレイ） 

       進行：社会福祉士 松尾慶一 

  ・第 2 部：「空き家問題」と対策、活用について 

       講師：NPO 法人空き家サポートおおいた 白井 剛 

  ・第 3 部：消費生活被害の現状について 

       講師：大分県消費生活センター 村上美佳子 

 

 ●視察研修(一般社団法人権利擁護支援センターたけたねっと 11/26（水） 

①総合相談援助事業②成年後見事業③虐待対応・権利擁護ネットワーク事業 

④居住支援事業⑤農福連携事業⑥研修事業など広範囲に事業展開し、過疎化の 

進む地域で誰もが孤立しない社会づくりに取り組んでいる現状を視察しました。 

 

 

 【専門課程対象者数（市民後見人候補者台帳登録者）】             （単位：件） 

第 1 回 

（R 元年度） 

第 2 回 

（R2 年度） 

第 3 回 

（R3 年度） 

第 4 回 

（R5 年度） 

第 5 回 

（R6 年度） 

第 6 回 

（R7 年度） 
合計 

25 17 13 22 16 25 118 

 

 

（5）法人後見事業 

受任者数 32 名（累計 49 名） 

【類型別受任状況】                                    （単位：件） 

年度 補助 保佐 後見 合計 

R7 2 8 22 32 

R6 ２ 8 １9 ２9 

 



 【累計受任件数】 

累計受任件数 

（事業開始 R3.4 月～） 
終結件数 引継件数 

R7 年度末現在 

受任件数 

49 15 2 32 

 

（6）べっぷ終活あんしんサポート事業 

契約者数 １5 名 

【べっぷ終活あんしんサポート事業 年度別契約状況】 

年度 
年度当初 

契約件数 

新規契約 

件数 
解約件数 

年度末 

契約件数 

R7 13 4 2 15 

R6 12 2 1 13 

 

２.日常生活自立支援事業（あんしんサポート）【重点】（大分県社協受託事業） 

認知症や知的障がい・精神障がいなどにより判断能力が十分でない方々が、できる限り

自立した地域生活を送ることができるよう、福祉サービス利用援助や日常的な金銭管理の

支援を行いました。 

認知症高齢者や単身世帯の増加により本事業の需要が高まっていることから、必要性

や緊急性を調査・評価し支援者らに理解を促しながら、在宅で暮らす方々の支援を優先的

に行いました。また、身寄りのない高齢者等について、適切な時期に成年後見制度へのス

ムーズな移行ができるよう、見守りや関係機関との連携に努めました。 

今後は、入院・入所等手続きや死後事務を含めた包括的な支援をする事業（新たな事業、

新日自事業）が盛り込まれた社会福祉法改正が検討されているため、引き続き動向を注視

し、社会状況に応じた取組につなげていきます。 

（アクション 3：一人ひとりの人権を認め合いあらゆる人の人権を擁護します） 

（アクション 7：きめ細やかな情報提供を行います） 

 

□初回相談受付の状況                                 （単位：件） 

年度 
認知症 

高齢者等 

知的 

障害者等 

精神 

障害者等 
その他 合計 

R７ ４６ ４ １５ 30 95 

R6 40 8 11 36 95 

 

□契約締結の状況                                  （単位：件） 

年度 
年度当初 

契約件数 
新規契約件数 解約件数 

年度末 

契約件数 

R７ 101 14 21 94 

R6 １10 14 23 １01 



□日常生活自立支援事業利用状況 （延べ人数・件数）             

区分 令和７年度 令和６年度 

利用者数（人） 1,194 １,259 

利用回数（回） 2,273 ２,547 

預かり件数（件） 1,215 １,283 

 

 

 

□世帯別利用状況 （延べ人数・件数）   

年度 

一般世帯 生活保護世帯 合計 

人数 

(人) 

回数 

（回） 

預件数

(件) 

人数 

(人) 

回数 

（回） 

預件数

(件) 

人数 

(人) 

回数 

（回） 

預件数

(件) 

R７ 548 868 556 646 1,405 659 1,194 2,273 1,215 

R6 598 926 611 661 1,621 672 1,259 2,547 1,283 

※人数は毎月末時点の契約者数を集計したもの 

 

 

 

 Ⅵ． 認知症総合支援事業                             

認知症についての相談支援や医療・地域サポート等の各種団体等との連携調整、認知

症への正しい理解の普及啓発を行い、認知症の方が住みなれた地域で安心して自分らし

く暮らし続けることができる地域づくりの推進に努めました。 

 

１． 認知症地域支援・ケア向上推進事業【重点】（別府市受託事業） 

令和７年 4 月にチームオレンジを結成し、メンバーとともに啓発活動を行いました。アル

ツハイマー月間には、ゆめタウン別府と JR 別府駅で街頭啓発を実施し、25 名で 800 部

のチラシ等を配布しました。また、認知症サポーター養成講座や出前講座の実施が企業

（ゆめタウン別府、サンリブ、亀の井バス、交通警備会社など）にも広がり、受講者数は昨年

より 266 人増加しました。さらに、明星小学校での認知症 VR 講座の継続的実施や、市民

講演会で当事者とその家族を招いたことにより、参加者は過去最高となる 290 名となりま

した。今後もチームオレンジと連携し「新しい認知症観」の普及に向けた取組を強化してい

きます。 

（アクション 6：地域を担い、支える人材を育成します） 

（アクション 9：災害に備えた円滑な支援活動の推進） 

 

 

 



◆事業実績                                      （単位：件・回数） 

事業区分 事業内容は実施先 R7 年度 R6 年度 

１ 地域活動 オレンジカフェ別府（サロン） 6 3 

認知症市民講演会 1 １ 

認知症高齢者一人歩き声掛け模擬訓練 0 1 

別府市地域ケア会議 12 10 

２ 連絡会 キャラバンメイト連絡会 0 0 

３ 認知症サポーター養

成講座（定期開催） 

 （第 3・第 4 火曜日、4 会場） 16 16 

 養成講座修了者数（単位：人） 76 79 

４ 認知症サポーター養

成講座 

   （団体等） 

企業 7 0 

地域 11 1 

小中学校 0 1 

高校・大学 1 0 

小計 19 2 

 養成講座修了者数（単位：人） 305 36 

５ 事業説明 地域 0 0 

事業所（多職種） 0 1 

６ 出前講座 

 

 

地域 1 ４ 

学校 1 １ 

その他 0 0 

７ 支援 個別訪問等 2 1 

８ 相談 電話（来館を含む） 12 5 

 

 

２． 認知症サポーター活動促進・地域づくり推進事業【重点】（別府市受託事業） 

支援する側・支援される側の区別なく、本人や家族のニーズをつなぐ「チームオレンジ別

府」を立ち上げ、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを進めました。初年度は定

期的なミーティングやフォローアップ講座、施設訪問などを行い、活動内容の理解を深めな

がら今後の方向性を共有しました。また、ステップアップ講座を2回実施し、修了した 15名

のうち 2 期生として新たにメンバーを迎え、チームを拡充しました。今後は認知症の本人の

声を起点に、地域で支え合う取組をさらに強化していきます。 

（アクション 6：地域を担い、支える人材を育成します） 

 

 

 

 

チームオレンジメンバー数 1 期生 計 

令和 7 年度 19 19 



 

 

□令和 7 年度第 1 回認知症サポーターステップアップ講座 

開催日時：令和 8 年 2 月 27 日（金）14：00～16：00 

場   所：別府市社会福祉会館大広間 

参 加 者：31 名 

内   容：①講話「認知症の方のお口をサポートする大切さ」 

        講師 歯科医院丸尾崎 尾崎由衛先生 

        ②認知症基礎知識の復習 

        ③チームオレンジの活動紹介 

□令和 7 年度第 2 回認知症サポーターステップアップ講座 

開催日時：令和 8 年 3 月 12 日（木）14：00～16：00 

場   所：別府市社会福祉会館大広間 

参 加 者：22 名 

内   容：①講話 「認知症ピアサポーターの活動紹介」 

講師 認知症ピアサポーター・補助相談員 

認知症介護指導者 早川氏 

       ②認知症初期集中支援事業活動紹介 

       ③ステップアップ講座修了書授与式 

  

 

３． 認知症初期集中支援事業【重点】（別府市受託事業） 

 認知症の方やその家族を対象に、医療・介護につながっていない方の早期発見と家族

支援を行っています。今年度は、新規相談は 52 件で、昨年度より 17 件（48.6％）増加

しました。独居高齢者の増加にともない対応が難しいケースも増えています。多職種連

携によるケース会議により支援体制を整えていますが、参加率に課題があるため、今後

は事業の周知・広報を強化します。また、本会で作成した「物忘れセルフチェックシート」

の活用により早期診断につながったことから、内容を改善し、地域サロンや出前講座で

 令和 7 年度 令和 6 年度 

 

チームオレンジ活動 

ミーティング 5 - 

フォローアップ講座 7 - 

アルツデー街頭啓発活動 1 - 

デイサービス訪問・視察 2 - 

交流会 2 - 

報告会 1 - 

認知症サポーター 

ステップアップ講座 

開催数 1 1 

全講座修了者数 15 21 



の活用をさらに広げていきます。 

（アクション 3：一人ひとりの人権を認め合いあらゆる人の人権を擁護します）               

（アクション 8：地域での見守り・支援体制の充実・強化） 

 

実施状況 

１） 専門医を含めたチーム員会議の開催 

（１）目的  ①介護支援専門員や市の関係課職員と情報共有 

②個別の支援状況、今後の方針 

（２）開催日 

・安部第一医院・・・ 毎月第 2 水曜日 １６：００～１７：００ 

・認知症疾患医療センター向井病院・・・3 か月毎第 3 水曜日 １５：００～１６：００ 

（参加者：高齢者福祉課/認知症地域支援推進員/精神保健福祉士）  

 

２） 相談件数及び経路 

【新規相談件数】                     【相談内容（重複計上あり）】   
 R７ R６ 

新規相談 ５２ ３５ 

困難事例  ９  ６ 

                               

 【相談経路】 

 

 

 

 

 

 

４． 居宅介護支援事業【重点】 

災害時の迅速な対応に備え、BCP の定期的な見直しを行うとともに、平時から地域住

民との関係づくりを進めました。これにより、利用者が住み慣れた地域でその人らしい

暮らしを継続できるよう、地域と連携した支援体制の強化に努めました。 

あわせて、各種研修への積極的な参加を通じて、職員の知識と対応力の向上を図りま

した。今後も、地域連携の推進と職員の能力向上に努め、より安定したサービス提供

体制の確立を目指します。 

（アクション 3：一人ひとりの人権を認め合いあらゆる人の人権を擁護します）               

（アクション 9：災害に備えた円滑な支援活動の推進） 

相談内容 R7 R6 

精神症状や行動上の問題 ７ ３ 

物忘れ １６ ８ 

物盗られ妄想 ３ ５ 

医療未受診 １３ ６ 

家族支援 ２５ 20 

日常生活に支障 ２５ 11 

１人歩き ６ 0 

金銭管理 １６ 0 

その他 ３ 0 

合計 １１４ 53 

 R７ R６ 

本人 4 2 

家族 ２４ 19 

居宅 １ ０ 

民生委員 ０ １ 

医療機関    ０ ３ 

包括 ８ ６ 

その他（知人等） １５ 4 

合計 ５２ 35 



 

◆サービス計画立案件数 

 認 

定 

中 

要 

支援 

1 

要 

支援 

2 

要 

介護 

1 

要 

介護 

2 

要 

介護 

3 

要 

介護 

4 

要 

介護 

5 

合計 

令和 

6 年度 

  
14 160 187 80 81 103 625 

令和 

7 年度 
  5 149 224 52 65 116 611 

 

◆入退院時連携加算等 

 初回加算 入院時連携加算 退院時連携加算 合計 

令和 6 年度 9 6 1 16 

令和 7 年度 19 10 0 29 

 

 

 

《附属明細書》 

 上記の事業報告に関して、社会福祉法施行規則第 2 条の 25 第 3 項に規定されている

附属明細書については、その内容を補足すべき重要な事項はありませんので附属明細書

は作成しておりません。 

【社会福祉法施行規則第 2 条の 25 第 3 項抜粋】 

（事業報告） 

社会福祉法第 2 条の 25 法第 45 条の 27 第 2 項の規定による事業報告及びその附属

明細書の作成については、この条の定めるところによる。ただし、他の法令に別段の定めが

ある場合はこの限りではない。 

２ (略) 

 


